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神奈川県沿岸産海棲日甫乳類目録
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はじめに 目録

毎年のように日本の沿岸に漂着する鯨類は相当数に 鰭脚目 Pinnip巴dia

のぼる。漂着記録が1986年以来日本鯨類研究所によっ アシカ亙目 Otarioid回

て全国的な規模で収集されるようになり，また日本 アシカ科 Otariidae

動物園水族館協会によってもそうした記録が全国的に キタオットセイ Callorhinusursinus (LINNAEUS) 

集積され，近年，漂着海棲晴乳類に対する関心は高まっ （図 1) 

ている。 1994. 2. 27.藤沢市江ノ島海岸 F,133cm. 迷入

神奈川県の相模湾および東京湾沿岸に漂着する海棲 （朝日新聞94.6. 27付による）

H甫乳類については最近までまとめられることはなかっ 江ノ島水族館に保護されたがまもなく死亡 2月19

たが，上記のような背景のもとに本県における漂着海 日に同一個体と思われる1頭が千葉県大原沖で目撃さ

棲哨乳類についても関心がもたれ鯨類については油 れている （藤本朝海氏教示による）。新開発表では体

壷マリンパ クの山田和彦と磯貝高弘の両氏 (1992) 長127cmで、あったが，藤本朝海氏（江ノ島水族館）の

によって目録がまとめられ， 6科12種が報告された。 ご教示により上記数値に訂正した。なお，銚子以南へ

本報告では，国立科学博物館の資料目録（MIYAZ の本種の南下は12～5月の冬から春先にかけて起きて

AKI, 1986），日本鯨類研究所のストランデイング ・ いる（中村・山口， 1987）。本例もこの範囲に含まれて

レコード，日本動物園水族館協会（日和山遊園， 1991) いる。

による記録および山田・磯貝 (1992）による報告を基 アシカ Zalophuscaliforniαnus (LESSON) 

礎に，未発表の若干の記録を加えて神奈川県の相模湾 1879 （明治12年） 5.三浦市南下浦町松輪 体長約

および東京湾沿岸で記録された海棲晴乳類（鯨日およ 126cmのメス 地引網により混獲された。この個体の

び鰭脚目）を目録としてまとめた。本来ならば，外房， 彩色絵が東京国立博物館に所蔵されている（磯野， 19

東京湾，相模湾，駿河湾といった生物地理上意義のあ 92，中村，1993）。

る区割りをすべきであるが，本報告では行政上の区割 1884 （明治17年） 4. 14.横浜大英博物館頭骨標

りの枠内で記録をまとめた。東京都（伊豆諸島 ・小笠 木横浜の記録は， 1884年当時，第lの記録が示すよ

原諸島を除く）からの記録はすべて便宜上千葉の記録 うにまだニホンアシカが東京湾に生息していたので，

に含めた。 そこから約40kmしか離れていない横浜付近での捕獲

記号のMは雄，Fは雌， Uは性不明を，その後の数 も考えられる（伊藤・中村， 1994）。

値は体長を示す。記録状況のわかっているものについ 近年の記録として， 1961年3月19日， 三浦市の長沢

て，港内や河川等鯨類の本来の生息域ではない水域で から津久井にかけての海岸に本種が出現し，一度は海

記録されたものを「迷入」，生死に関わらず沿岸域で定 岸に上陸したという報告（寺島， 1961）がある。しか

地網などに入ったものを「混獲」，生死に関わらず海 しニホンアシカ（Zc jαponicus）は明治30年代まで

岸に打ち上がったものを「漂着」として区別した。頭数 は東京湾，相模湾沿岸に生息していたが，房総沿岸も

の記載のないものはすべて1頭の記録を示す。和名お 含めて明治40年頃までには絶滅したと考えられる（中

よび学名とその配列は主として今泉（1988）に準じた。 村，1993）。 三浦市からの記録を本種と同定できる根拠



は皆無で、ある。 による．イシイルカ型かリクゼンイルカ型は不明）．

アザラシ亜目 Phocoidea スナメリ Neophocα巴nαphocαenoides(CUVIER) 

アザラシ科 Phocidae 1969. 6. 15.逗子市海岸 M,80cm （骨格，国立

ゴマフアザラシ PhocαJαrghα PALLAS 科博標本一MIYAZAKI,1986) 

足柄下郡真鶴町真鶴岬番場浦 M,101.5cm. 混獲 1970. 3. 18.横須賀市観音崎沖 8～10頭（中村，

（中村・山口， 1987,Fig. 1) 観察撮影）。

鯨目 Cetacea

歯鯨亜目 Odontoceti

マイルカ手ヰ Delphinidae

マダライルカ（アラリイルカ） Stenellααtte口μαtα

(GRAY) 

1987. 10. 18.三浦市三浦海岸 F, 190cm. 迷入

（山田・磯貝， 1992,Fig.2-3.) 

1989. 4. 27.葉山町一色海岸 F（日鯨研， 1989).

カマイルカ Lαgenorhynchusobliquidens GILL 

1976. 3. 24.三浦市 M,197cm. 漂着（鴨川シー

ワールド， 1994)

1983. 5. 4.横須賀市久里浜迷入（山田・磯貝，

1992) 

1988. 5. 12. 鎌倉市七里ケ浜.F, 212cm.迷入

（日鯨研，1988).

1989. 5. 8.小田原市.M, 217cm.混獲（日和山

遊園，1991)

カズハゴンドウ PeponocephαJα electrα（GRAY)

1963. 8. 12.平塚市海岸．漂着（NAKAJIMA& 

NISHIWAKI, 1965, Fig.l) . 

1994. 6. 23.横須賀市芦名漂着，江ノ島水族館保

護（神奈川新聞94.6. 24付）

ハナゴンドウ Grαmpus griseus (CUVIER) 

1981. 11. 23.足柄下郡真鶴町 M, 244cm. 混獲

（日和山遊園， 1991). 

1992. 9. 30. 三浦市三崎城ケ島 M, 240cm.漂

着（山田・磯貝， 1992,Fig. 1 3) . 

1994. 4. 17.平塚市相模川河口．漂着（宮原恒雄氏

写真による）

コピレゴンドウ Globicephαlamαcrorhynchus

GRAY （図 2)

1970. 8. 26.横須賀市長井沖約lOkm相模湾.8頭

（中村・村岡健作観察－撮影）

ネズミイルカ手ヰ Phocoenidae

イシイルカ Phocoenoidesdαlli (TRUE) 
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1994. 10. 31.横浜市神奈川区宝町沖東京湾 2頭．

迷入（神奈川新聞94.11. 1付．種の同定は日鯨研

1973. 6. 27. Jll崎市川崎区扇島沖lkm.F, 71.5c皿

（骨格，国立科博標本 MIYAZAKI, 1986) 

1982. 5. 15.横浜市中区本牧 F,162.5cm （骨格，

国立科博標本 MIYAZAKI, 1986) . 

1983. 3. 30.横浜市中区錦町 F,79.7cm （頭骨・

脊椎骨，国立科博標本 MIYAZAKI, 1986) . 

1985. 11. 26.横須賀市久里浜港．迷入（山田－磯

貝， 1992). 

1987. 5. 31.横須賀市横須賀港迷入（山田・磯貝，

1992) 

1988. 12. 14.藤沢市鵠沼海岸1丁目沖約150mへ
リコプタ から目撃，撮影（新井一政氏）

アカボウクジラ干ヰ Ziphiida巴

ツチクジラ Beradiusbαirdii STEJNEG ER 

1987. 7. 24. 三浦市諸磯 4~買 うち2頭の体長， F,

1050cm, U, 830cm. 漂着（日鯨研， 1988：，山田・磯

貝， 1992,Fig. 2-4) . 

イチョウハクジラ λ1esoplodonginkgodens NISH 

IW AKI & KAMIYA 

1957. 9. 22.大磯海岸 U，約500cm.漂着

(NISHIWAKI & KAMIYA, 1958, Fig. 1) タイ

プ標本（国立科博標本 MIYAZAKI, 1986) 

1968. 8. 23.鎌倉市材木座海岸漂着（NISHIWA

KI etαl., 1972) 

〔参考記録〕

1991. 3. 23.三浦市三崎町小網代.F, 487cm. 漂

着（日鯨研，1991；山田 ・磯貝， 1992,Fig. 2 5) 

アカボ、ウクジラ ZiphiusCαuirostris CUVIER 

1958. 1. 28.三浦市三崎 M.漂着（石川氏による）．

1963. 3. 12.藤沢市辻堂 3頭。（石川氏による）

1963. 5. 16.横須賀市横須賀港迷入（石川氏によ

る）

1963. 9. 22.平塚市.M. （石川氏による）

1979. 11. 7.小田原市国府津～早川海岸 13頭．漂

着（石川氏による）

1981. 7. 7.茅ケ崎市 M,550cm （頭骨，国立科

博標本一MIYAZAKI,1986) 

1985. 3. 26.小田原市 F,550cm （頭骨，園立科博



表1.池査標本とイチョウハクジラM ginkgodensの外部計測値比較I)

部 位
大磯標本 鎌倉標本 伊東標本 焼津標本2) 油資標本
1957. 9♂ 1968.8♂ 1971.7♂ 1989.9♀ 1991.3♀ 

体長 472.0 100% 470.0 100% 477.0 100% 478.0 100% 487.0 100% 

頭部最大幅 43.0 9.1 44.3 9.2 

上下吻端差 2.5 0.5 1.0 0.2 1.3 0.3 2.5 0.5 

下顎先端より目の中心まで 51.0 10.8 51.0 10.9 57 4 12.0 54.4 11.4 63.0 12.9 

下顎先端より呼吸孔まで 49.0 10.0 48.0 10.2 53.8 11.3 52.4 11.0 52.8 10.8 

胸鰭、肢の下から先端まで 33.0 7.0 32.0 6.8 41.2 8.6 34.6 7.2 42.0 8.6 

胸鰭、前の付根から先端まで 51.0 10.8 50.0 10.6 54.0 11.3 50.3 10.5 50.5 10.3 

尾鰭、拡がりの幅 112.0 23.7 119.0 24.9 112.1 23.5 124.0 25.5 

尾鰭外縁中央より背鰭先端まで 158.0 33.1 166.8 34.9 

尾鰭外縁中央より虹門まで 139.0 29.1 127.6 26.7 

1）中島 (1990）による。

2）焼津標本は写真に基づく算定値（中島，1990)

表2.隣接県と比較された鰭脚類記録状況

科名 種名－学名 千葉神奈川静岡

アシカ キタオットセイ Cαllorhinus ursi九us ＋＋＋  

アシカ Zalophus cαliforγii anus +11 + (+)21 

トド Eumetopias jubatus +') 

アザラシ ワモンアザラシ Phocαhispidα ＋ 

＋ ゴマフアザ、ラシ PhocαJαrghα ＋ 

アゴヒゲアザラシ Erignαthus bαrbαtus 

十

＋ 

4 3 5 

1 ）伊藤 (1994）による 2）中村(1993）により推定. 3）忍田（1980）による

標本 MlYAZAKl, 1986) 

1987. 10. 19.鎌倉市坂ノ下海岸.F, 440cm，漂

着（日鯨研， 1988：，日和山遊園， 1991)

1988. 5. 6.平塚市漂着（日鯨研， 1988：，日和山

遊園， 1991)

1989. 2. 21. 中郡二宮町前川海岸 F,580cm （日

鯨研，1989；日和山遊園， 1991)。

マッコウクジラ手ヰ Physet巴ridae

コマツコウ Kogiαbreviceps(de BLAJNVJLLE) 

1963. 8. 17.大磯町。 F 漂着（石川氏による）

1967. 4. 13.平塚市.M.漂着（石川氏による）．

1978. 8. 25.三浦市三浦海岸親子2頭 ad.F, 

130cm.迷入．幼獣は液浸標本としてマリンパーク水

族館に保管（日鯨研， 1991；山田・磯貝， 1992).

1991. 4. 24.逗子市小坪.F, 245cm.漂着 国立

科学博物館保管（日鯨研， 1991). 

マッコウクジラ Physetercαtodon LINNAEUS 

（図3)

1959.藤沢市江ノ島約500cm.（頭骨，国立科博標

本 MlYAZAKI,1986) 

1991. 1. 20.横浜市中区本牧 M, 1160cm. 漂着

（日鯨研， 1991).

3 



表3.隣接県と比較された鯨類記録状況

科名 種名－学名 千葉神奈川静岡

マイルカ シワノ、イルカ Steno bredαnensis ＋ 

マダライルカ Stenellααttenuαtα ＋ ＋ ＋ 

スジイルカ Ste九ellαcoeruleoαlbα 十 十

マイルカ Delphinus delphis ＋ 十

ノ〈ンドウイルカ Tursiopus trunctus ＋ ＋ 

セミイルカ Lissodelphis boreαlis +'1 
サラワクイルカ Lαgenodelphis hosei ＋ 

カマイルカ Lαgenorhynchus obliquidens + 十 ＋ 

カズハゴンドウ PeponocephαJα electrα ＋ 十

オキゴンドウ Pseudo reαerαsssidens ＋ ＋ 

シャチ Orcinus oreα ＋ ＋ 

ノ、ナゴンドウ Grampus gnseus 十 ＋ ＋ 

コビレコマンドウ Globicephalαmαcrorhynchus + ＋ ＋ 

ユメゴンドウ Fe resααttenuαtα +') 
ネス、ミイルカ ネズミイルカ Phocoenαphocoenα ＋ 

イシイルカ Phocoenoid巴sdalli 十 +'I 
スナメリ Neophocαenαphocαenoides 十 ＋ ＋ 

マツコウ コマツコウ Kogiαbrevipes ＋ ＋ ＋ 

マッコウクジラ Physeter cαto don ＋ ＋ 十

アカボウクジラ ツチクジラ Berαrdius bαirdii 十

ハッブスオウギノ、クジラ Mesoplodoncαrlhubbsi 十

コフソ、クジラ Mesoplodon densirostris +• I 
イチョウハクジラ Mesoplodon ginkgodens ＋ ＋ ＋ 

オウギ、ハクジラ Mesoplodon stejnegen ＋ 

アカボ、ウクジラ Ziphius Cαvirostris ＋ ＋ ＋ 

コククジラ コククジラ Eschγichtius robustus ＋ 

ナガスクジラ コイワシクジラ BαJαenopteraαcutorostrαtα ＋ ＋ ＋ 

ザトウクジラ Megα:pterαπOUαεαngliαe ＋ ＋ 

セミクジラ セミクジラ BαJαenαglαciαlis ＋ 

19 15 23 

1）読売新聞 (1993.5. 13付）による 2) NISHIWAKI et al., 1965による 3）鳥居（1989）による

4）笠松 ・宮下(1991)による

全身骨格標本を県教育庁博物館開設準備室で収集・ αcutorostrαtαLACEPEDE 

保管 1986. 4. 22.三浦市小網代 F,350cm. 混獲（山

1994. 4. 14.横須賀市長井町荒崎海岸 M. 1000 田 ・磯貝， 1992,Fig. 2-6) 

cm 漂着（石川氏による） 1987. 4. 16.三浦市金田湾 F,450crn.迷入（日

髭鯨亙自 Mystic巴ti 鯨研， 1988; 山田－磯貝， 1992)

ナガスクジラ科 Balaenopteridae ザトウクジラ Megα:pterαnovα叩 ngliae(BOROWー

コイワシクジラ（ミンククジラ） BαJαenopterα SKI) 
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1991. 6. 26. 横須賀市長井 M, 570cm. 漂着

（日鯨研， 1992：，山田・磯貝， 1992,Fig. 2-1) 6 

12に定地網で混獲された （石川氏による）

宮崎ら（MIYAZAKIet al., 1987）によれば，日本

沿岸においても日本海中部および房総以北の北日本に

漂着記録は集中している。

コククジラ科 Eschrichtiidae

コククジラ Eschrichtiusrobustus (LILLJEBORG) 

1990. 1. 25.小田原市国府津 800cm.漂着（日鯨

研， 1990，笠松・宮下， 1991,p. 55写真）。全身骨

格標本を県教育庁博物館開設準備室で収集・保存

イチョウハクジラの体色は，西脇 (1965）では，ミッ

ドナイト色（青黒灰色）， WATSON (1981）では「d巴

ep marine blue」と書かれているがl 油壷標本もこ

れら記載体色に酷似していた。不定形の白斑が体全体

に散在し，白斑はとくに腹側体後半部に顕著であり，

その分布状態（図5）は伊東標本（NJSHIWAKlet 

油壷に漂着したメソプロドンについて αl. , 1972, pl. 1, Fig. 2.）に酷似している。また，

1991年3月23日，三浦市油壷小網代湾の岩礁海岸に 泊壷標本の外部計測値（表3）のプロポ ションはイ

メソプロドン雌l頭が湾内を漂っているうちに岩場に チョウハクジラにかなり近似している。

ストランデイングし，死亡した（図4）。油壷マリン 以上のような観点から，油壷標本の特徴は，山田

パ クの山田和彦氏と筆者の一人，中村が現地で調査 磯貝 (1991）が指摘したように，イチョウハクジラ

に当たった（以下，油壷標本と呼ぶ）。諸般の事情で M. gingkodensに最も近いと言えよう。

標本の採集はできなかったが，各部の写真撮影のほか？

山田氏によって外部の計測がなされた。 相模湾近海の海棲晴乳類相について

この個体については後日，山田・磯貝 (1992）によ 神奈川県の相模湾および東京湾沿岸で記録された海

りイチョウハクジラ（M.ginkgodens）に最も近い 棲楠乳類の記録を千葉県と静岡県との比較で表1～2に

種と報告された。しかし油壷標本の特徴に関する詳述 示す。千葉および静岡からの記録は主としてMIYAZAKI

は山田・磯只 (1992）にはないのでここに参考資料と (1986）および鴨川シーワ ルド (1992）による。

して記録しておきたい。 鰭脚類のうちアシカ科については，アシカを除いて

オウギハクジラ属（Mesoplodon）では歯の形態 すべて寒流系種で，稀な南下例である。アザラシ科に

と位置が種によってきわめて特徴的で，種の同定の際 ついても伺様であり，本州以南で記録される3種はい

の有力な根拠となる。しかしながら，そうした特徴は ずれも氷上繁殖種の迷入種（NAITO,1976）であり，

成熟した雄に限られ，雌や未成熟個体については有効 北海道に繁殖する陸岸繁殖型のセ、ニガタアザラシPho

ではない。油壷標本はその体長から雌の成熟個体と推 cα vitulinαの南下例はない （表1）。

定される c 千葉・神奈川・静岡の沿岸域で記録された鯨類は7

日本近海からこれまで報告された種は，イチョウハ 科29種で，このうちイルカ類は2科17稜である（表2）。

クジラ M.ginkgodens，オウギハクジラ M ste川一 粕谷（1990）によれば，イルカ類については，発見位

egeri，ハツブスオウギハクジラ M carlhubbsi，コ 置とそこでの表面水温に相関があって複雑で、ある。記

ブハクジラ λIf.densirostrisの4種で、ある。 録された種のうち，イシイルカ，ネズミイルカ，セミ

コブハクジラでは下顎の背縁がアーチ状に著しく隆 イルカ，シャチの4種は一般に19度以下の水温域に分

起し，この特徴は雌にも現われる。油壷標本の下顎の 布し，ハナゴンドウ？オキゴンドウ，ハンドウイルカ，

背縁もア チ状であるが，コブハクジラほどではない スジイルカ，マダライルカ，サラワクイルカの6種は

（図5）。 18度以上の水域に生息している。カマイルカ，コピレ

ハツブスオウギハクジラの成熟した雄では，上下顎 ゴンドウ，スナメリの3種は水温範囲が広いのが特徴

の基部に白い斑があるのが特徴である （WATSON, である。

1981）。しかし雌にもこのような斑があるのかどうか このうちコビレゴンドウについては背鰭後方の白斑

はわかっていないようであり，油壷標本に関しては同 が目立たないタイプと，それが明瞭なタイプの2型が

定材料とするには有効ではない。 ある。前者は漁業者の問でマゴンドウあるいはナイサ

オウギハクジラの雌との区)jljはさらに難しいようで ゴドウ，後者はタッパナガあるいはシオゴドウと呼ば

ある。ただ，この種は， WATSON(1981）によれば， れて区別されていた。相模湾で観察されたのは前者の

太平洋の北緯40度から60度の範囲に分布する種であり 1 マゴンドウ型（図2）であり，タッパナガ（シオゴド
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ウ）より暖水域に分布する型である。 (12）：。 73-87

スナメリの水温範囲は広いが，本種は温 ・熱帯性の 伊藤徹魯， 1994.ニホンアシカの復元にむけて（7)

イルカである（粕谷＇ 1990）。ユメコンドウやカズハ 古文献の 「あしか」の同定．海洋と生物， 16:

ゴンドウも熱帯から亜熱帯にかけて分布する種であり 215-224 

（笠松・宮下， 1991），オウギハクジラ類についても， 伊藤徹魯・中村一恵， 1994.ニホンアシカの復元にむ

オウギハクジラ Mstej凡egeriを除く3種は，その水 けて（9）.ニホンアシカの分布復元海洋と

温範囲から温・熱帯性の穫と考えられている（WATSON, 生物， 16・373-393
1981）。 鴨川シーワール ド，1992.海獣類の漂着記録鴨川シ

以上のような観点から，イシイルカのような寒流系 ーワールド報告l，業績集， pp.347-349. 

穫の若干の波及はあるものの，東京湾から相模湾・駿 笠松不二男・宮下富夫， 1991.鯨とイルカのフィ ル

河湾にかけての水域には全体としては温 ・熱帯系種が ドガイド東京大学出版会

卓越すると見てよいと思われる。 粕谷俊雄， 1990.歯鯨類の生活史宮崎信之 －粕谷俊

雄編「海の崎乳類ーその過去－現在未来一

まとめ pp. 80 127.サイエンテイスト社

1. 1950年代から1994年現在までに神奈川県の東京湾 MIYAZAKI, N. 198 6 Catalogue of Mann巴

および相模湾沿岸から記録された海棲晴乳類は，鰭脚 Mammal Sp巴cimens.National Science 

類2科3種，鯨類は7科15種である。鯨類については山 Museum, Tokyo. 

回・磯貝 (1992）の目録にコピレゴンドウ，カズハゴ MIYAZAKI, N. , I. NAKAMURA, S. TANABE 

ンドウ，イシイルカの3穫が追加された。 & R. TATSUKAWA, 1987. A Stranding 

2スナメリとアカボウクジラの記録が最も多く得られ of Mesoplodon stejnegeri in the Maiz-

た。隣接県の記録と比較して，鯨類のうちとくにイル uru Bay, Sea of Japan. Sci. Rep 

カ類に数種の今後の追加があるものと考えられる。 Whales Res. Inst. , (38): 91-105 
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図1 キタオットセイ Callorhinusursinus.江ノ島水族館において撮影提供：朝日新聞横浜支局
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図2 コピレゴンドウ（マゴンドウ型） GlobicephαJαmαcrorhynchusの群れ相模湾（撮影村岡健作）

図3 績浜港に漂着したマッコウクジラ Physetercαtodon （撮影松島義章）
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図4 三浦半島油壷に漂着したオウギハクジラ 1種 Mesoplodoncf. gingkodens （撮影 中村）

図5.同上、頭部 （撮影中村）


